＜フード連合『賃金政策』活用リーフレット＞






　フード連合では２００５年８月に『賃金政策　～食品の仲間が誇りを持って働ける賃金をめざそう！～』を発行。産別としての賃金のあるべき姿を、水準・制度・働き方のそれぞれについて示しました。

　いよいよ２００６春闘がはじまります。今春闘ではこの『賃金施策』を有効に活用してもらいたいと思います。そこで、「フード連合　２００６春闘方針」に沿って『賃金政策』での記述を簡単にご紹介しますので、『賃金政策』を参照していただき、２００６春闘の成果に結びつけてください。　　　　


　　　　
○フード連合２００６春季生活闘争方針
～フード連合のすべての組合は４つの統一要求課題に取り組む～

	
	Ｖｏｌ．１　食品産業に働くすべてのなかまが誇りを持って働ける賃金をめざそう！

	
	～基本的な考え方～

	ｐ．３
	


『私たちは、国民生活に必要不可欠な「食」に携わる労働者であり、安全・安心かつ品質の優れた食品を提供するという重い責任を担っています。

・・・残念ながらフード連合全体の賃金水準は相対的に低位にあり、・・・

・・・食品に働くものとして誇りのもてる賃金水準に近づけていくための格差是正のとりくみがフード連合として当面する最大・最優先の課題である・・・』
	
	Ｖｏｌ．５　すべての組合が連携し、フード連合全体の賃金底上げを図ろう！

	
	～食品労働者の地位向上に向けて～

	ｐ．６
	


『フード連合全体の賃金水準を底上げしていくためには、中小・地場組合の格差是正のとりくみだけではなく、大手を含めた全体の賃金水準の引き上げが必要となります。

・・・また、それぞれの組合が自らの賃金水準や賃金カーブ維持分原資について公開し、共有化を行う中で、産別内の共闘を進める必要があります。』
○要求課題１　「格差是正に向けた賃金引上げ｣の取り組み
マクロ生産性向上の成果配分１％を目安に積極的な格差是正・賃金改善に取り組む

・格差是正について
	
	Ｖｏｌ．４　賃金を各種指標と比較して目標を立て、計画的に引き上げを図ろう！

	
	～格差是正に向けて着実な賃金の底上げを～

	ｐ．４
	


『・・・大手組合と地場・中小組合の格差は近年さらに拡大傾向にあるのが実態です。・・・
・　「格差」とは？・・・
・　格差是正のために何をすればいいの？

①　平均賃金ではなく個別賃金で比較しよう

②　目標となる指標を定めよう

③　仕事の価値に見合った賃金の下支え「絶対水準」を活用しよう

④　水準引き上げの計画を立てよう

⑤　賃上げ原資の配分にきちんと関与しよう

⑥　賃金データを産別に結集しよう　　』
・賃金改善について
	
	Ｖｏｌ．２　まずは自分たちの賃金を知ろう！　賃金制度を作ろう！

	
	～賃金制度が未整備な組合の対応～

	ｐ．４
	


『・・・まずは自分たちの組合の賃金水準がどのくらいなのかをきちんと把握しなければなりません。・・・まず賃金データの収集を行い、・・・賃金表の作成、配分ルールの決定、中途採用者の取り扱いなどを整備して賃金制度を確立していくことが大切です。』
	
	Ｖｏｌ．１　公正で働きがいのある賃金制度の確立を

	
	～「賃金制度」に対する基本的な考え方～

	ｐ．１０
	


『賃金決定の原則は、「生活保障」「労働の対価」で構成されています。・・・その枠組みのなかには、生活を下支えする最低基準、個々人の働きに応じた支払い基準、さらにはその働きを適正に評価するシステムなどが織り込まれていなければなりません。

賃金制度はその企業の規模や風土、労使慣行などによって形成されるため、当然のことですが一律ではありません。・・・』
○要求課題２　｢一時金の安定確保｣の取り組み
一時金要求については、年間６ヶ月を基本とし、最低でも年間平均４ヶ月を確保する
	
	安定した年収確保に向けて、着実に一時金の上積みを図ろう！

	
	～一時金の絶対水準による交渉を～

	ｐ．７
	


『一時金は元来賃金の後払い的な性格をもつものであり、・・・その水準は安定的かつ着実に積み上げていくべきものと捉えることが必要です。

・・・月数で示す指標は、・・・それぞれの組合の賃金水準の違いによって、同じ支給月数でもその支給額において開きが生じているのが実態です。・・・

生活の安定を図るためには、額ベースで見た年収を視野に入れながら・・・一時金における「絶対水準」を併せて示しながらとりくみを進めていくことが重要です。

また、・・・一時金のとりくみにあたっては、平均支給月数や年齢ポイントでの金額などと併せて、配分についてもチェックが重要です。』
要求課題３　｢最低賃金の協定化に向けた取り組み｣
企業内最低賃金の協定化に向け、すべての構成組合が何らかのアクションを起こすこととする

	
	Ｖｏｌ．３　下支えとなる生活保障水準を確保しよう！

	
	～生活できる賃金を～

	ｐ．４
	


『・・・わたしたちが生活していくうえで最低でも必要な賃金、「生活保障水準」を確保することが前提となります。

連合は、・・・賃金としての生活保障水準を、月額146,000円以上、時間額840円以上・・・と設定しています。・・・』
	
	Ｖｏｌ．６　社会横断的な賃金水準の確立をめざそう！

	
	～今後に向けて～

	ｐ．６
	


『・・・社会横断的な賃金水準の確立や規制は、賃金の下支えをしっかりと行い、低賃金労働者を生み出さない社会を形成していくためにもたいへん有効な施策といえます。

・・・同業種、さらには同職種における「仕事の価値」をもとにした最低基準を定め、社会横断的な賃金水準の下支えを形成していくことが重要な課題であり、そのために必要な諸条件整備を着実に進めていくことが大切です。

・・・こうしたとりくみを一歩ずつ進め、フード連合全体の歩みとしていくことが大切です。』
	
	（５）　最低賃金の確立に向けて

セーフティーネットを確立し、労働組合の社会的責任を果たそう！

	
	～段階的なとりくみで着実な前進を～

	ｐ．８
	


『企業内最低賃金の協定化は、労働組合としての社会的責任を果たすとともに、不当な賃金格差の是正や企業の公正な競争の確保、そして社会的な賃金のセーフティーネット機能（地域別最低賃金・産業別最低賃金）の充実を図るための運動に繋げていくための大切なとりくみです。・・・

・・・２００５春闘では最低賃金に対する段階的なとりくみをすべての組合が進めていくこととしました。今後、それぞれの組合がステップを踏みながら取り組みをレベルアップさせ、社会的なセーフティーネットを構築していく上での役割を果たしていかなければなりません。』
<その他の課題>：通年的取り組みの強化
（１）労働時間管理の徹底（不払い残業の撲滅）と総労働時間の短縮

	
	第３章　働き方について

１．　適正な労働時間管理のとりくみについて

労働時間の適正管理を強化しよう！
～不払い残業の撲滅に向けて～

２．　総労働時間の短縮に向けて

単組の実態に応じた計画的なとりくみ
～不払い残業撲滅を前提に着実なあゆみを～

３．　ワーク・ライフ・バランス（仕事と私生活の両立）について

長時間労働体質と意識の変革を
～仕事と私生活の両立への歩み～

	ｐ．１７
	

	～
	

	ｐ．１８
	


（３）男女間の労働条件格差の是正
	
	（４）　男女間の賃金格差是正に向けて

公正・透明な賃金制度、運用の適正化で間接差別をなくそう！

～均等待遇の実現に向けて～

	ｐ．８
	



	第２章では人事・賃金制度（改正）についても記載しています。また、Ｑ＆Ａも用意しています。どうぞこちらも参考にしてください。


※実態に即した方針・活動のためには、精度の高い分析が重要です。そして精度の高い分析にはより多くのデータが必要です。各単組は春闘の結果について、組合員の賃金実態調査を実施し、フード連合へご報告いただきますようよろしくお願いします。
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